「生活単元学習」学習指導案
沖縄県立総合教育センター　ICT教育研修　検証授業⑪（主事参観）
日　　　時：平成30年１月11日(木)
３校時(10：40～11：25)

場　　　所：小学部プレイルーム
対　　　象：小学部４年２組　　　 

（担当児童、男子３名)

授　業　者：小渡　晋二郎　　
１　研究テーマ　　キャリア発達を目指した伝え合う力を育てる指導
―iPad版マインクラフトを題材にした場面設定の工夫―
２　研究仮説
　　生活単元学習の時間において、小集団でiPad版マインクラフトの協力プレイを行うことにより、児童間のやりとりが増え、他者の良さに気づき、自分の考えを伝え合う力が高まるであろう。また、できた作品を紹介することで、他者に認められ、自分や友達の良さを知ることができるであろう。
３　研究テーマとの関わり　
　　本研究では、他者の個性を尊重し、自己の個性を発揮しながら、様々な人とコミュニケーションを図り、協力・確認して取り組むことができる「人間関係形成能力」を高めることを目指し、指導を行う。クラスの友達と協力してiPad版マインクラフトでの制作活動を相談しながら行うことで、児童同士のコミュニケーションを増やし、自分と他者との考えの違いや友達の良さに気づくことを目標に、話し合いの場面設定や、発表の場を設定する。単元の中でマインクラフトの協力プレイと、発表のポスター作り、発表会を行う。単元を通して児童同士のコミュニケーションの回数や内容、自己肯定感の高まりを感じることのできる発言があるか観察し、その変容があるかを検証する。
４　単元名：「自分の思いや考えを伝え合い、街づくりをしよう」
（マインクラフトを題材にした授業を通して）
５　単元について
　(１) 児童観
　　担当の男児３名は、言葉でのコミュニケーションが可能で、昨日の出来事や今日の朝ごはん等を言葉でやりとりができる。３名ともiPadを使った学習に興味があり、カメラを使って好きな場所を撮影したり、写真を見せながら発表したりすることができる。３名は、興味のある話題だと言葉でのコミュニケーションが活発になるが、自分本位の会話が多いことや、興味関心の少ない話題だと上手く伝わらなかったり、教師を介しての会話が多かったりする。
　(２) 教材観
　　本単元はマインクラフトの協力プレイを通して、児童同士のやりとりと、できた作品を発表することに重点を置いて指導する。マインクラフトとはサンドボックス型のものづくりゲームで、砂場のように自由に作ったり壊したりすることができる。A児はこのゲームが得意で、家庭で母親のスマートフォンで楽しんでいる。B児とC児も学級でマインクラフトの動画を見て楽しんでいる。マインクラフトは友達との協力プレイができて、いっしょに作品を作ることができる。３名で相談しながら制作する場面を設定することで、児童同士のコミュニケーションを活発にしていきたい。
　(３) 指導観
　　マインクラフトでの活動と、できあがった作品の発表会を一つの単元として取り組む。第１次は、学校周辺の建物を見学し、建物の形を参考にしながら自分たちの住みたい仮想の街づくりを行う。第２次は作った建物や街の様子を友達や教師に発表し、自分の考えや思いを伝え合う活動を行う。目標として、国語の「聞く・話す」項目から、友達や教師の話を聞いて内容がわかることや、自分の思いを話すことを目標とする。また、算数の「数量の基礎・数と計算」の初歩的な数の概念を理解し、簡単な計算をすることから、数を数えてブロックを積み上げたり、並べたりすることで建物を作ることを目標とする。さらに、自立活動の項目「人間関係の形成」から「(3)自己の理解と行動の調整に関すること」と、「コミュニケーション」の「(5)状況に応じたコミュニケーション」に関することから、マインクラフトの活動を通して、操作の仕方を教えあったり、作りたいものを相談したりすることで、友達との相互のコミュニケーションを増やしていきたい。また、友達といっしょに活動することで、チームワークの大切さを感じさせ、友達同士の良好な人間関係を築かせたい。３名での協力プレイの後に、相談してポスター作品を作ることを通して、自分の思いを伝え合うことができるようにしたい。
６　指導計画
	次
	時
	学習項目・内容
	評価項目

	第一次
	１
	・マインクラフトの説明を聞く。
・マインクラフトの操作をする。
・わからないことは教師や友達に聞く。
	・説明を聞く。
・簡単な操作ができる。
・教師や友達に聞く。

	
	２
	・好きなブロックを並べる。
・わからないことは教師や友達に聞く。
	・簡単な操作ができる。
・教師や友達に聞く。

	
	３
	・友達と何を作りたいか伝え合う。
・３名で簡単な建物をマインクラフトで建てる。
	・友達の話を聞いて、返答ができる。
・ブロックを並べて制作できる。

	
	４
	・学校周辺の建物を観察する。
・気になった建物について写真を見ながら話し合う。
	・建物の特徴に気づく。
・自分の考えを言ったり、友達の考えを聞いたりできる。

	
	５

	・友達と何を作りたいか伝え合う。
・身近な建物の写真を見ながら制作する。
	・友達の話を聞いて、返答ができる。
・建物の特徴に気づく。

	
	６
	・友達と何を作りたいか伝え合う。
・３人で相談して役割を決めて制作する。
	・友達の話を聞いて、返答ができる。
・３人で話し合って役割を決める。

	
	７
	・発表したい建物の写真を選ぶ。
・ポスターのレイアウトを相談して決める。
	・工夫した建物を選ぶことができる。
・友達と相談して決めることができる。

	
	８
	・ポスターに写真を貼り、コメントを書く。
・協力プレイの感想を記入し、発表する。
	・お気に入りの建物を選び、コメントを書くことができる。
・自分の感想を書いて発表できる。

	第二次
	９
	・制作した街の発表を練習する。
・お互いの発表を聞いて感想を言う。
	・工夫した点を言葉で説明できる。
・聞きとりやすい声で発表できる。

	
	10
	・クラスの友達や教師に街の発表をする。
・学部の教師に制作した街の発表会をする。
	・工夫した点を伝えることができる。
・友達と順番に発表し、質問に答える。

	第二次
	11
	・他学級や他学年の友達や教師に発表する。
・ポスターを使った発表をしての感想を言う。
	・工夫した点を伝えることができる。
・褒められて嬉しい気持ちに気づく。


８　本時の目標（第11時）
（１）自分たちが制作したポスターを友達や教師に発表することができる。
（２）友達や教師からの質問や意見を聞き、答えることができる。
９　準備
iPad、AppleTV、大型モニター、ポスター、振り返りシート
10　本時の展開（第11時）
	時
	学習内容と
児童の活動
	・児童の活動予想　→教師の配慮
	教師の支援及び留意点
	評価

	
	
	Ａ児
	Ｂ児
	Ｃ児
	
	

	導入
	・前時の確認と今日の授業の確認

	・ポスターを友達に見せることを楽しみにしている。
→前時を振り返り、期待感を持たせる。
	・発表することにやる気を出している。
→発表の際の伝え方を、もう一度確認する。
	・友達が来ることを楽しみにしている。
→今日の活動をもう一度確認する。
	・今日の活動を、iPadを使ってわかりやすく伝える。
	・静かに席について話を聞くことができる。

	展開①
	・ポスターを使って制作した建物や工夫した点を発表する。
	・自分が作った部分を早口で説明する。
→相手に伝わりやすい話し方を確認する。
	・ポスターに書いてある平仮名がスムーズに読めない。
→事前に練習しておく。
	・うまく言葉が出てこない。
→どこを工夫したのか質問をする。
	・なるべく見守りながら、自分たちで発表ができるように、言葉かけをする。
	・自分たちが制作したポスターを友達や教師に発表することができる。

	展開②
	・友達や教師からの質問や意見を聞いて返答する。
	・自分への質問以外にもすぐに答えようとする。
→コメントを書いた人が答えることを伝える。
	・返答が質問とかみ合わない。
→質問者にもう一度聞くか、教師が質問をわかりやすく伝える。
	・どう答えていいか、わからないときがある。
→Ａ児とＢ児に相談することを伝える。
	・なるべく見守り、うまく会話になってない部分は補足説明をする。
	・友達や教師からの質問や意見を聞き、答えることができる。

	展開③
	・教室に戻り、発表をしての感想を伝え合う。
	・お母さんや従兄弟にもポスターを見せたいと言う。
→学校に展示しておくことを伝える。
	・早口で発表を終わらせようとする。
→ゆっくり相手を見て話すことを伝える。
	・短い言葉で発表する。
→何が楽しかったのか、質問しながら聞く。
	・友達の発表を聞くときの態度を伝える。
	・友達や教師に発表したことの感想を伝えることができる。

	まとめ
	・今日の授業について、振り返りシートを記入して振り返る。
	・もっと街づくりがしたいと記入する。
→友達と相談しながら制作することを伝える。
	・振り返りシートを記入し始めることに時間がかかる。
→教師が質問したり、平仮名を示したりして支援する。
	・短い言葉で振り返りシートを記入する。
→他に感想はないか聞いてみる。
	・本時の振り返りを文字で残すようにする。
	・振り返りシートを記入して、本時の授業を振り返ることができる。


11　評価

（１）自分たちが制作したポスターを友達や教師に発表することができたか。

（２）友達や教師からの質問や意見を聞き、答えることができたか。
12　配置図（プレイルーム）
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